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日本有機農業学会社会科学系テーマ研究会（2009 年 9月 5 日） 

 

パルシステムの公開確認会 

 

谷口吉光（秋田県立大学） 

 

１．公開確認会発足の背景 

○パルシステム生活協同組合連合会は、1 都 8 県の 10 の地域生協によって 2005 年に設立

された事業連合組織。会員生協全体の組合員数は約 120万人、供給高は約 1964億円（2008

年）。本稿では事業連合と会員生協を合わせて「パルシステム」と呼ぶ。 

 

○パルシステムのルーツは 1977 年に首都圏にある 19中小生協によって結成された「首都

圏生活協同組合事業連絡会議」（事業連）にさかのぼる。90 年代から事業の共同化と組織

合併を繰り返して急速に規模拡大してきた。 

 

○パルシステムの会員生協には当初から産直に熱心なところが多かった。中小生協時代築

かれた人間関係や運動理念がのちのパルシステム産直の基礎となった。 

 

○89年、事業連合の結成による産直事業の一本化により、数多くの産地の多様な農産物基

準を整合化・向上させる必要性が生じた。その最初の試みが生産者消費者協議会（生消協）

による「生産者自主基準」作りであった。産地が連携して自分たちの手で生産基準を作る

という野心的な試みだったが、産地体制の未整備や実務能力の限界などによって、成功に

は至らなかった。 

 

○その後、生協の提案に産地が協力するという形で 98年に「農薬削減プログラム」が始ま

った。この農薬削減プログラムは「高温多湿という日本の風土の中で様々に存在する栽培

上の問題の中から、現実的に農薬をできる限り使わず、総量として減らしていくこと、毒

性の強いものは使用しない状況を如何に作り出すか」を課題とした。 

 

○大きな特徴として、①農薬削減を産地だけに押しつけるのではなく、参加産地のネット

ワークと生協が共同する体制を作ったこと、②理念的・運動的なアプローチではなく、無

農薬栽培実験や代替技術の試験的利用などを通じた現実的な技術開発を行ったこと、③こ

のプログラムを組合員（消費者）に公開し、参加と理解を促したことなどがある。 

 

○具体的には、次の６つのプログラムを実施した。①産地への情報提供、②栽培実験の拡

大、③産地間の技術交流および生産者の研修、④個人別栽培管理と情報公開、⑤農薬残留

検査、⑥消費者の理解である。 

 

○農薬削減プログラムの達成状況を検証する必要が生じていた 98年頃、中島紀一氏・大木

茂氏らが提唱した「公開監査研究会」に参加し大きな影響を受けた。当時、JAS 有機認証

制度作りが進行しており、農薬・化学肥料に関する農産物表示に「基準－記録－検証シス
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テム」に基づく客観的な根拠が求められるようになっていた。生産者と消費者の二者によ

る検証システムの可能性に触発されて、パルシステムでは 1999 年 9 月 11 日、茨城ギルド

が初めての公開確認会を実施した。 

 

２．公開確認会の概要 

○公開確認会は、①監査人による栽培記録等文書の監査、②生産者による公開プレゼンテ

ーション、③産地の圃場等の視察、④監査人による所見、⑤意見交換から構成される。1

泊 2日で実施されることが多く、参加人数は 70～200名の間で、百数十名の場合も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○消費者「監査人」の育成 

「監査人は、消費者の代表として産地の取組みを監査し、監査所見を述べ、監査シート

に記述し提出する役割を担います」。 

パルシステムは、監査人を育成するために監査人講習会を開催している。 

① 公開確認会の位置付けや役割についての理解を深めます。 

② 生協、産直をとりまく農業情勢について共通理解を深めます。 

③ 有機認証の検査の手法や、法律的な知識を参考に、監査人としての技能を身に付

けます。 

④ 栽培管理記録等各種書などの、帳票の監査の仕方について理解を深めます。 

 

 監査人講習会は初級と中級がある。初級監査人講習会は１日の座学と資格試験から成り、

中級は産地に出かけていきフィールドワーク形式で監査の仕方を学ぶ。原則として、中級

監査人から公開確認会の監査人が選ばれる。 

 

公開確認会のしくみ

組合員 他の生産者

生協職員

監査人

有識者

県市町村行政 認証団体

改善の進捗報告

事前監査

改善

監査所見

組合員や生産者を対象
に、公開確認会におけ
る監査の手法を学ぶ。

監査人講習会

公開確認会報告会
（年１回）

生産者による公開
プレゼンテーション

産地の基本理念

基本管理書式

内部監査機能

技術研修体制

環境保全の取組

栽培基準

生消交流の計画

経営の安定

地域農業への貢献

出典：パルシステム 

図 1 公開確認会のしくみ 
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№ 日付 産地 産地数

1 1999年9月11日 茨城ギルド 1 青果

2 1999年11月27日 ジョイファーム小田原 1 2 青果

3 2000年6月16日 ＪＡつくば市谷田部 1 青果

4 2000年6月23日 ＪＡみどりの 1 米

5 2000年7月20日 ちば緑耕舎 1 米

6 2000年8月26日 ＪＡささかみ 1 米

7 2000年11月11日 大紀コープファーム 1 5 青果

8 2001年6月23日 ＪＡこまち・ＪＡあきたふるさと 2 米

9 2001年7月21日 ＪＡ常盤村・八峰園 2 青果

10 2001年8月18日 花咲農園・オーリア２１ 2 米

11 2001年10月27日 茨城産直センター 1 青果

12 2001年11月17日 つくば有研 1 青果

13 2001年11月24日 御坂うまいもの会 1 青果

14 2002年1月26日 旭村悟空・サンドファーム旭 2 青果

15 2002年3月23日 さんまる柑橘同志会 1 12 青果

16 2002年6月7日 ノーザンびーふ産直協議会(ふーど) 1 畜産

17 2002年6月29日 JA山形おきたま 1 米

18 2002年7月18日 ＪＡいわて花巻 1 米

19 2002年8月9日 ポークランド 1 畜産

20 2002年8月19日 (農)アップルファームさみず 1 青果

21 2002年10月12日 米沢郷牧場(鶏肉) 1 畜産

22 2002年10月12日 全農パールライス東日本 1 米

23 2002年11月15日 佐原農産物供給センター 1 青果

24 2003年1月17日 沃土会 1 青果

25 2003年2月20日 長有研・南有研 2 11 青果

26 2003年5月22日 薄農場 1 畜産

27 2003年7月17日 JA庄内たがわ・庄内協同ﾌｧｰﾑ 2 米

28 2003年8月21日 ゴールド農園 1 青果

29 2003年9月19日 和郷園 1 青果

30 2003年10月2日 までっこチキン生産者連絡協議会 1 畜産

31 2003年10月17日 東京山手食糧 1 米

32 2003年11月20日 野菜くらぶ 1 青果

33 2003年12月12日 首都圏とんトン協議会 1 畜産

34 2004年1月16日 栃木元気会 1 青果

35 2004年2月19日 無茶々園 1 青果

36 2004年3月18日 ＪＡおとふけ・大牧農場 2 13 青果

37 2004年6月3日 ノーザンびーふ産直会議(こんせん) 1 畜産

38 2004年6月24日 ＪＡえちご上越 1 米

39 2004年7月16日 白州たまご生産組合 1 畜産

40 2004年8月5日 士別農園・士別市多寄有機農業研究会 2 青果

41 2004年7月22日 サンファーム・青木農園 2 青果

42 2004年9月17日 有機農法ギルド 1 青果

43 2004年10月20日 バンラート農協 1 青果

44 2004年11月5日 北浦軍鶏 1 畜産

45 2004年11月19日 八街産直会 1 青果

47 2005年2月17日 水俣みかん共同出荷組合 1 12 青果

48 2005年5月19日 JA北いぶき 1 米

49 2005年7月14日 山形コープ豚産直協議会 1 畜産

50 2005年7月12日 天童道満果実同志会 1 青果

51 2005年8月27日 JAつくば市谷田部 1 米

52 2005年9月15日 トキワ養鶏農業 1 畜産

53 2005年9月29日 JA士幌及び士幌町肉牛振興会 1 畜産

54 2005年10月22日 フィリピンATC 1 青果

55 2005年11月11日 ジョイファーム小田原 1 青果

56 2006年2月16日 JAふくおか八女 1 9 青果

57 2006年7月1日 JA魚沼みなみ公開確認会　 1 米

58 2006年9月15日 JAいぶすき（鹿児島くみあい食品） 1 青果

59 2006年9月28日 林牧場 1 畜産

60 2006年11月8日 薄農場 1 畜産

61 2007年2月17日 JAちばみどり海上産直部会 1 青果

62 2007年3月15日 こんせん牛乳 1 6 畜産

63 2007年7月19日 大潟村産地会議（花咲農園・オーリア２１） 2 米

64 2007年9月20日 榎本牧場 1 畜産

65 2007年10月11日 トップリバー 1 青果

66 2007年10月17日 トゥンカーワット農園経営農民会 1 青果

67 2007年12月8日 酪農家の牛乳 1 畜産

68 2008年1月26日 茨城産直センター 1 青果

69 2008年2月19日 西宇和果実出荷組合 1 8 青果

70 2008年6月19日 ＪＡふらの公開確認会 1 米

71 2008年7月17日 雄勝りんご同志会公開確認会 1 青果

72 2008年7月23日 日本の稲作を守る会公開確認会 1 米

73 2008年8月18日 エコシュリンプ公開確認会 1 水産

74 2008年9月18日 ふーどの牛肉公開確認会 1 畜産

75 2008年10月23日 田浦マルタ公開確認会 1 青果

76 2008年11月19日 あいづグリーンネット公開確認会 1 7 青果

77 2009年6月26日 庄内産直ネットワーク（米・生きもの調査） 2 米

78 2009年7月31日 ＪＡ新いわて（米・飼料米） 1 米

79 2009年10月29日 ナカショク（豚肉・アニマルウェルフェア） 1 畜産

80 2009年11月14日 フィリピンＡＴＣ（バナナ） 1 青果

81 2010年1月22日 ちば風土の会（野菜・コア･フード） 1 青果

82 2010年2月19日 紀ノ川農協（果樹） 1 青果

合計 92

表１　パルシステム公開確認会の実施状況（1999年～2009年）
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○公開確認会は 2009 年までの 11 年間に合計 82 回（92産地）実施された（09年度は一部

予定を含む）。作物別の回数の内訳は青果 42 回、米 19回、畜産 19回、水産 1回である。

また海外産地での公開確認会を 5 回実施している。 

 

３．「検証システム」としての公開確認会の特徴：JAS有機認証と比較しながら 

（１）目的の違い 

○JAS 有機認証では、監査の目的は栽培記録や栽培実践と有機 JAS 基準との整合性の確認

だが、パルシステムの公開確認会では「産地の理念・組織概要を含めた『産地のあり方』

を消費者である生協組合員がより深く理解することが目的」「生産者と消費者がより深く

理解し合うための交流の発展的なシステム」（野村和夫産直事業部長）とされる。基準と

実態との整合性の監査というよりは、消費者の産地理解、農業体験や産直交流とは違った

形の生産者・消費者交流という性格が強い。 

 

○公開確認会の場で深刻な不整合が指摘されたことはほとんどない。JAS 有機認証を取得

している産地では栽培記録等は十分に監査されており、公開確認会で不整合が発見される

可能性は低い。また公開確認会に先立って生協職員による事前監査が行われており、問題

があればその時点で修正される。 

 

○また、公開確認会における監査項目は、消費者が 1日の監査で実行できるように簡素化

されている。その意味でも本格的な監査とは性格が違う。 

 

○監査人になった消費者にとって、公開確認会は①監査人に選ばれたことの責任感と緊張

感、②産地の姿勢や生産の実態を垣間見ることによる発見と感動がある。通常の産地交流

では消費者は「お客さん扱い」されるが、公開確認会ではそうでない。11 年間やってきて

公開確認会がマンネリ化しないのは、消費者の緊張感と感動をうまく組織化できている点

にあるようである。 

 

（２）手法の違い 

○パルシステムでは公開確認会の特徴を「生産者主体・二者認証・組合員参加・公開性」

の 4点にあるとしている。 

 

①生産者主体：公開確認会は産地が主体となって実施することになっている。その前提に

は、「各産地は自らの組織理念等に基づいた栽培管理・内部監査のシステムを持っている」

という考え方がある。言いかえると、監査システムは「産地の内部監査」がまず基本にあ

って、それを補強するものとして JAS有機認証や公開確認会があるという位置づけである。 

 

②二者認証・組合員参加：パルシステムには誰でも組合員になれ、希望すれば誰でも監査

人になれるしくみになっているから、「二者」といっても閉ざされたシステムではなく、

誰にでも開かれたオープンシステムになっている。パルシステムや産地に親近感を持たな

い「他者」が監査人になって産地を批判する可能性もあるから、二者認証だからといって

必ずしも内輪で自己満足的な検証システムになるわけではない。 
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③公開性：JAS 有機認証の監査が資格を持った監査人だけが行うのに対し、公開確認会で

は監査人講習会を受けた監査人、パルシステムの職員、他の生産者、自治体職員など数十

人から百数十人が参加する。大勢の視線にさらされることによって産地の生産者が責任感

や自覚を新たにする効果は期待できるだろう。 

 

（３）公開確認会は JAS 有機認証の代替物には成り得ない 

○公開確認会はあくまで産地とパルシステムの関係性のなかでのみ成立している。「パル

システムの公開確認会で検証を受けたから」といって、産地が他の取引先の認証を免れる

わけにはいかない。逆に、JAS 有機認証はその有効性を法的に担保されることによって、

取引先との関係性から独立した産地独自の信用を得る。 

 

○パルシステム自身は JAS有機認証に対して敵対的ではなく、むしろその取得を奨励して

いる。「二者認証は JAS 有機認証にとって代わるものではない。第三者認証には独自の役

割がある」（前出野村部長）というのがパルシステムの JAS有機認証に対する認識である。 

 

４．最後に：公開確認会を事例に考える二者認証の可能性 

○公開確認会の機能には「事業評価」の側面と「新たな産消交流の形」という側面がある。

それはなお細分化され、それぞれ独自に展開していく可能性がある（表２）。 

 

表２ 公開確認会の機能と今後の展開方向 

 内  容  今後の展開方向 

事業評価 

産地・生協の共同事業の評価 
経済・経営面の評価を加える。

他の共同事業にも拡大する。 

産地の自己点検・自己評価 

産地の自己管理力強化の手法

として、指標を変えて、産地主

体で継続的に行う。 

生協の自己点検・自己評価 

生協の運営方針や事業計画に

より創造的にフィードバック

する。 

新たな産消交流 

の形 

産地の姿勢や生産の実態を垣

間見ることによる消費者の農

業理解の深化 

経済・経営・農村・生きものな

どの評価を加えて、消費者の農

業・農村理解を一層深める。 

 

○公開確認会に対する他の生協の関心は高まっているという。しかし、それぞれの流通企

業が独自の二者認証を始めれば産地には新たな負担が増すだけ。そこで二者認証のシステ

ムとして公開確認会の手法を情報開示してもらって、これを全国の二者認証のデファクト

スタンダードにしたらどうだろうか。 

 

謝辞：本報告をまとめるに当たって、パルシステム産直事業部の野村和夫部長から情報提供をいただきま

した。お礼申し上げます。 
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監査人講習会テキスト 

公開確認会のしくみ 

■公開確認会とは 

・農畜産物の食に関わる安全性や生産

者の努力を消費者自身が確かめるシ

ステムです。･･･「消費者の自己責任」 

・パルシステムの産直が目指す４原則

に照らして、産地を適正に評価する

システムです。（通常３原則のとこ

ろ、パルシステムでは、③の環境保

全型農業をプラスして4原則として

います。）   

※以下４原則（P.37参照） 

① 生産者・産地が明らかであること 

② 生産方法や出荷基準が明らかで生

産の履歴がわかること 

③ 環境保全型・資源循環型農業を目指していること 

④ 生産者と組合員相互の交流ができること 

・生産者と消費者がより深く理解し合うための交流の発展的なシステムです。 

・「生産者主体」・「二者認証」・「組合員参加」・「公開性」を特徴とします。 

■監査人講習会とは 

・監査人は、消費者の代表として産地の取組みを監査し、監査所見を述べ、監査シートに記述し提出する役割を

担います。 

・監査人講習会は、産地を適正に評価するために、必要な技能と基礎的知識を習得することを目的とした講習会

です。 

① 公開確認会の位置付けや役割についての理解を深めます。 

② 生協、産直をとりまく農業情勢につ

いて共通理解を深めます。 

③ 有機認証の検査の手法や、法律的な

知識を参考に、監査人としての技能

を身に付けます。 

④ 栽培管理記録等各種書などの、帳票

の監査の仕方について理解を深めま

す。 

■初級監査人講習会 

・監査人講習会の初級は、公開確認会のイ

メージをつかみ、公開確認会の一般参加

や監査人になるに際して、身につけてお

くべき知識と技能を修得する講習会です。 
 

公開確認会のしくみ

組合員 他の生産者

生協職員

監査人

有識者

県市町村行政 認証団体

改善の進捗報告

事前監査

改善

監査所見

組合員や生産者を対象
に、公開確認会におけ
る監査の手法を学ぶ。

監査人講習会

公開確認会報告会
（年１回）

生産者による公開
プレゼンテーション

産地の基本理念

基本管理書式

内部監査機能

技術研修体制

環境保全の取組

栽培基準

生消交流の計画

経営の安定

地域農業への貢献
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監査人講習会テキスト 

・ 公開確認会の目的と役割、パルシステムの産直政策、監査のあり方（監査人の心構え）を学び、実際の産地の

管理帳票を使ってのワークショップ形式で、生産情報を理解するための下地をつくります。 

・監査人講習会修了者は、公開確認会だけでなく、産地交流などの場においても、生産者と消費者、食と農をむ

すぶコーディネーターとして活躍していただくことを目標とします。 

 

■中級監査人講習会（フィールドワーク形式） 

監査人講習会で習得した知識を、実践で生かせるように、産地で監査の実技講習を行ないます。農産（果樹・

野菜）・米部門編と畜産編で実施されます。 

① 監査の視点となる課題（評価すべき産地の取組み・社会的な課題）を明確にします。 

② 監査にあたって、実際の生産者からのヒヤリングの方法と心得、圃場や出荷場での監査方法を学習します。 

③ 実際に圃場や出荷場、調整施設を訪ねて模擬監査を実施します。 

④ 最後に「監査シート」を作成します。評価するにあたって根拠となる事実（書類名及び確認した事実）を

明示し、適否の判断と、改善事項を明らかにします。 

※畜産では、防疫上の観点から畜舎に立入ることが適当ではないと判断した場合、別途会場で生産者を招いて

実施します。 

 

■公開確認会誕生の歴史 

首都圏コープ事業連合（現パルシステム連合会）では、1997年に作られた「禁止農薬タスク」から’98年「農

薬削減プログラム」が生まれました。この農薬削減プログラムでは、「高温多湿という日本の風土の中で様々に存

在する栽培上の問題の中から、現実的に農薬をできる限り使わず、総量として減らしていくこと、毒性の強いも

のは使用しない状況をいかに作り出すか」を課題としています。そして、農薬を減らしていくリスクを、生産者

のみに押し付けるのではなく、技術的な支援や消費者自身の理解を得ていくことの必要性を説きました。最終的

に「禁止農薬」のリストではなく、「優先排除農薬」「問題農薬」（Ｐ２８参照）と名称を変えてしてリストアップ

し、農薬削減を生消の共同課題としました。そして、そのために６つのプログラムを提起しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「農薬削減プログラム」を真剣に実行すればするほど、それらのことを検証する必要性が強まりました。「実際に

産地は記録管理を実施し、基準に添った栽培をしているか。」「産地の努力は、消費者に十分に理解され、広まっ

ているか。」こうした疑問の中から、「消費者による産地の検証」という問題意識が生まれ、ここに公開確認会が

誕生したのです。 

 

 

【産地への情報提供】

生産者を対象にした学習会や
パンフレットの作成など、積極
的な情報提供をはかります。

【栽培実験の拡大】

無農薬や減農薬による栽培実
験継続・拡大。収穫量全体の
コストなどを調査していきます。

プ
ロ
グ
ラ
ム
①

プ
ロ
グ
ラ
ム
②

プ
ロ
グ
ラ
ム
③

プ
ロ
グ
ラ
ム
④

プ
ロ
グ
ラ
ム
⑤

プ
ロ
グ
ラ
ム
⑥

【産地間の技術交流　　　　
　及び生産者の技術研修】
近郊産地会議や品目別会議
などで、成功例の紹介や技術

交流を推進します。

【個人別栽培管理と情報公開】 【残留農薬検査】 【消費者の理解】

個人別圃場別に農薬使用や
栽培記録を管理し、産地と生
協が情報をオープンにします。

農薬残留検査を強化。
残留が確認された場合は
直ちに改善を要請します。

消費者に、生産者の負う農薬
削減のリスクや、農業に対す
る理解を広めていきます。
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監査人講習会テキスト 

■重ねられてきた公開確認会の意義 

① 産地の持つ理念や歴史も含めて、生産者消費者の産直にかかわる共通認識を作る、あるいは再認識できる。 

② 不適合とされた点については、共通の課題として双方向的に解決の可能性をさぐる。不適合の原因は単に生

産者側に求められるものではなく、生産者と消費者との理解に隔たりがある場合に存在することも多い。 

③ 他の産地、特に同様の農畜産物を生産している産地の参加は、相互に刺激となっており、指摘し、学び、反

省し、ともに発展する方向性をもたらす。 

④ 行政関係者の参加によって、産地の存在が、改めて、あるいは新たに地域に認識される。 

⑤ 産地自身が、あらためて組織の成り立ちや、組織理念を確認することで、組織を見直し、活性化する。 

⑥ 公開確認会は、農畜産物にかかわるその時々の問題を取り上げ、課題化する。食品流通の諸問題(偽装事件)、

食料自給率問題など。 

⑦ 組合員が参加できる仕組みであり、消費の原点である、「消費者の自己責任」を果たすことができる。「消費

者の自己責任」とは、現地に行って見て触れて納得し、自己の責任において消費することを言う。 

⑧ 生協の産直事業の普遍性を提起する方法として、公開確認会は広がる可能性を持っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

帳票監査の様子（ふーどの牛肉公開確認会）     公開確認会会場の様子（雄勝生産同志会公開確認会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脱渋施設見学の様子                生きもの調査様子 

（あいづｸﾞﾘｰﾝﾈｯﾄﾜｰｸ公開確認会）          （日本の稲作を守る会公開確認会） 
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